
2022Japan National Team Report ”監督”  

   報 告 者 氏 名 岩波 幸 

大 会 名 European Championship 2022 

開 催 地 Sønderborg  Denmark 

大 会 期 間 2022.07.30～08.06 

 

◼ 帰国後１ヶ月以内に、チームでまとめた上、JODA海外派遣担当岡田までメールにて送付して下さい 

◼ JODA理事会にて確認の後に、ホームページに公開します 

◼ 記入時の注意点 

1. このレポートは今後海外派遣レースに参加する選手、役員また日本のジュニアのための資料です 

2. なるべく詳細に記入して下さい  

3. 大会本部や運営、他国や他国選手また特定の個人を批判するような記述はしないで下さい   

◼ 写真資料について 

1. このレポートを補足する資料として必要です（ 文中に貼り付けて下さい ） 

2. 他国ＯＰ艇を接近して撮影する際には、必ず相手国の選手、コーチの了解をとって下さい 

◼ 帆走指示書のコピーを添えてください。 

現地までの旅程 成田空 → ドバイ空港  （UAE） → ハンブルク空港 （ドイツ）→セナボー（デンマーク） 

1） セナボー（デンマーク） →ハンブルク空港 （ドイツ）→ドバイ空港（UAE） →成田空港 

２） セナボー（デンマーク） →コペンハーゲン→ ドバイ（ＵＡＥ） →成田空港 

ハンブルク空港の往復は大会で手配した車で移動。 

旅行代理店 なし。個人手配。 

 

渡航費用 １９万円程度／人 

エントリー料 ※ 実際に支払った通貨で記入して下さい 

Competitors: 595€ Adults: 695€ 

一人当たりの宿泊費用 宿泊費はエントリー料に含まれる。 

 

 

その他食料費 選手、サポーター含め全体で55,000円程度。 

チャーター料金 ＯＰ： 450€  リブ:750€ 



大会本部の対応 こちらからの要望にも丁寧に対応していただけました。 

 

チームリーダーミーテ

ィングの様子、内容 

 

選手達の様子で 

気をつけたこと 

健康面には気に掛けました。食事や睡眠時間など。 

真夏ではありましたが、デンマークは気温が寒く、乾燥していたので風邪などひかないように注意しました。 

食事はどうでしたか 朝食はホテルのビュッフェでおいしくいただけました。 

昼食はランチパック（サンドウィッチ、バナナ又はりんご）で毎日同じでおいしいのですが飽きてきてしまいました。 

サポーターの方たちが作ってくれるおにぎりを毎日楽しみにしていました。 

夕食は会場にて提供されるデンマーク料理でした。素朴な味付けでまずくはないのですがやはり飽きてきてしまい

ました。 

セキュリティーなどで

気をつけたことはあり

ましたか。 

デンマークの郊外で治安は悪くありませんでした。 

ハーバーやホテルでも物の紛失や盗難はありませんでした。 

荷物に関して工夫した

こと 

エミレーツ航空は受託手荷物の制限が緩くスパー類も無料で運べました。工具類はほぼコーチが持参しましたが、各

自使い慣れているものを持参しました。 

空港で各自の荷物の重さを図り無料範囲で収まるように荷物の分配をしました。 

日本との通信状況、 

手段 

日本からSＩＭカード持参した人と現地で購入した人、日本の携帯を海外で使用できるように設定した人がいました。 

選手も大会の公式掲示板が IＯＤＡアプリなので使用できるよう設定が必要でした。 

他国チームとの 

国際交流の実施 

毎日いろいろな国の選手と交流していました。日本のハチマキが大人気でした。 

コーチボートをシェアしていたイギリスの選手とは海上でも仲良くしていたようです。 

持参してよかった 

食品、医療品等 

お米。おにぎりは毎日喜んで食べていました。 

捕食用にみかんのゼリー（パウチ）とカステラやお団子などを持参しました。 

鎮痛剤、抗生剤、下痢止め、整腸剤、絆創膏等を持参しましたがほぼ使用しませんでした。 

次回参加者へ 

アドバイス 

炊飯器の持参は良かったので、荷物に余裕があれば持参したほうが良いと思います。 

また、英会話の必要性を感じました。 

JODAへの要望 特にありません。 

 

その他 特にありません。 

 

ご協力ありがとうございました 

JODA海外派遣委員会 


